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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

8,474人

73%

608人

11,159人

51%

-

あいサポーター数(単年）

虐待防止研修出席法人数
の割合

県民向け手話講座参加者
数

12,000人

73%

800人

10,635人

69%

508人

職員数

（人）

障がい者虐待防止対策支援
事業

障がい者差別解消体制整備
事業

事業番号 05 09 03 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

shogai-shien@pref.nagano.lp.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

事　業　名 権利擁護推進事業
部局 健康福祉部 課・室 障がい者支援課

実施期間 H3 E-mail

５ 雇用・社会参加促進プロジェクト

現状
(予算編成時)

・障がいを理由とした差別や偏見により、障がいのある人が不利益を被るなどの実態があり、障がいや
　障がいのある人に対する正しい理解が必要である。
　(人権に関する県民意識調査（H27）：障がい者に対する理解不足(63.4%)）
・障害者虐待防止法施行により虐待を防止するための措置が講じられた以降も虐待事案が継続して
　発生している。

29年度決算額 23,947 千円

職員数 8.55 人

施策の
総合的展開

６－２　　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

２　　障がい者支援の充実、３　福祉を支えるサービス体制の充実

目指す姿

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額 未達成

合計（A) 14,725 23,551 28,258 21,989

補正予算
①

Aの
財源

　一般財源 11,372

当初予算 14,725 23,551 28,258 21,989

前年度繰越
No

29年度

達成状況成果目標値
28年度成果指標 27年度末

19,797 24,226 17,726

　国庫支出金 3,333 3,601 4,005

達成
　県　債

②

未達成
　その他 20 153 27 71

4,192
③

 決　　算　　額（B） 14,273 19,999 23,947

 概算人件費 （Ｃ） 45,932 58,168 69,272 59,550

概　算
人　件

費

 職員数（人） 5.55 7.35 8.55 7.35

1,552 1,413 1,008

成果指標
設定理由

①　障がい等の理解促進を図る信州あいサポート運動の担い手である「あいサポーター数」を成果目標に設定
②　施設従事者等が障がい者虐待防止の正しい理解と知識を習得する虐待防止研修への出席法人数の割合を成果目標に設定
③　手話やろう者に対する理解を深める県民向け手話講座の参加者数を成果指標に設定

（当初）

29年度 30年度
No

プロジェクト

No

1.00

細事業名

障がい福祉啓発推進事業

目標に対する

成果の状況

①　あいサポート推進員及びあいサポートメッセンジャー（ボランティア講師）の活動により、研修会の回数は前年度を上回ったが、大人数参
加する「あいサポートフォーラム」の開催が減少した（他機関との共催事業がなくなった）ため、あいサポーター数は目標に届かなかった。しか
しながら、あいサポート企業・団体の活動紹介記事を県ホームページに掲載し周知に努めた結果、平成２９年度に認定した企業・団体数は、
前年度を上回ることが出来た。
　※研修受講者をあいサポーターとしている
②研修未受講法人に対し、個別に開催通知を送付する等の工夫をし、積極的な受講を促したことにより、目標達成となった。
③手話講座はこれまで主要市等の同じ場所で複数回開催していたが、県内幅広い地域の方に参加していただくため、開催場所を見直し
様々な市町村で開催したところ、町村開催分等で少人数の講座もあったため目標未達成となった。なお、休日開催の増や開催場所を工夫す
ることにより、前年度の参加者数を上回ることができた。

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

・障がいの有無にかかわらず、誰もがお互いに人格と個性を尊重
し、共に支え合う「共生社会」を実現するためには、社会モデルの考
え方を前提として、様々な心身の障がいを正しく理解し、必要かつ
合理的な配慮を考え、社会の仕組みを変えていくことが必要であ
る。

9702.20

1.80

（決算） （当初）

 概算事業費（B（A）+C） 60,205 78,167 93,219 81,539

29年度　実施内容（実績）

・誰もが暮らしやすい共生社会実現のため、障がい特性や必要な配慮
等を理解し、手助けを実践する「信州あいサポート運動」を推進し、援助
や配慮が必要な方が周囲に知らせることができる「ヘルプマーク」を平成
30年度から導入。
・障がい者虐待防止対策支援事業において、障がい者権利擁護(虐待
防止)センターを設置し、虐待に関する相談対応や市町村への助言・情
報提供等を行うとともに、施設従事者等を対象とした障がい者虐待防止
研修を実施。

　県民一人ひとりが障がいや障がいのある人に対する理解を深めるとともに、障がいの有無に関わらずお互いに人格と個性を尊重し支え合う
共生社会の実現を目指す。

（主な実施内容：「信州あいサポート運動」の推進、手話やろう者に対する県民の理解促進・手話の普及　　など）

3,485 3,206 3,613

3,637 3,182

　障がい者施策の総合的・計画的な推進に必要な事項を調査審
議する障がい者施策推進協議会を開催し、また、障がい者週間等
において啓発運動等を実施した。

　障がい者権利擁護(虐待防止)センターを設置し、虐待に関する
相談対応や市町村への助言・情報提供等を行うとともに、施設従
事者等を対象とした障がい者虐待防止研修を実施した。

　障がい者差別解消推進員を設置し、障がい者や家族等からの相
談対応や出前講座等による啓発を実施するとともに、連携会議を
通じて関係機関相互の情報共有や連携を図った。
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職員数

（人） （当初）

29年度 30年度
No

プロジェクト

No
細事業名

（決算） （当初）
29年度　実施内容（実績）

4

5

6

7

1.50

0.80

0.05

障がい者プラン（県障害者計
画・県障害者福祉計画）策定
事業

信州あいサポート運動推進事
業

28,258 23,947 21,989合計 8.55

4,250

0

6,037 6,036 6,084

5,289 3,224

　障害者基本法に基づき、県の障がい者施策に関する基本的な
計画として、長野県障がい者プラン（計画年度：H30～H35）を策定
した。

　県民一人ひとりが「あいサポーター」となり、多様な障がいの特性
を理解し障がい者への必要な配慮等を実践する信州あいサポート
運動を推進した。

　手話言語条例に基づき、手話やろう者に対する県民の理解を促
進し、手話の普及等のための各種事業を実施した。

　障がい者社会参加推進センターを設置し、障がい者の現状・課
題や多様なニーズを把握するとともに、障がい者の自立と社会参
加、理解促進のための啓発活動を行った。

1.20

5-4-1

手話言語条例関連事業

障がい者社会参加推進セン
ター設置事業

3,827 3,380 6,064

4,431 3,506
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

05 09 03

27年度 28年度

障がい福祉啓発推進事業 長野県障がい者施策推進協議会
直
接

障がい者に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図
るため、必要な事項を調査審議する障がい者施策推進
協議会を開催

長野県障がい者施策推進協議会を年間３回開催した。
第1回 8月24日（木）委　員13人
第2回11月20日（月）　〃　13人
第3回 2月14日（水）　〃　 9人

計画通り
○

494 496 798 749 0 586 6-2-2,3 050801

障がい福祉啓発推進事業 障がい者（児）福祉啓発推進事業
直
接

・障がい者関係表彰の実施
・制度周知用冊子の印刷
・障がい者週間啓発活動の実施

・社会福祉表彰を実施した。（受賞者６人）
・「障がいのある方の自立支援のしおり」を400部作
成し、関係機関に配布した。
・障がい者週間中の12月４日に長野駅及び松本駅で啓
発活動を実施した。

計画通り
○

503 503 503 503 0 527 6-2-2,3 〃

障がい福祉啓発推進事業
第59回北信越ろうあ者大会・第43
回北信越手話通訳問題研究集会

補
助
金

北信越（福井、石川、富山、新潟、長野）地区で持ち
回り開催をしている北信越ろうあ者大会への補助

平成29年10月７日（土）、８日（日）に飯山市文化交
流館なちゅら、斑尾高原ホテル、なべくら高原森の家
にて開催。
北信越地区（福井、石川、富山、新潟、長野）の聴覚
障がいに関わる人々延べ366人が参加。
補助先：（社福）長野県聴覚障害者協会

計画通り
○

300 300 0 300 6-2-2,3

障がい者虐待防止対策支援事業
障がい者権利擁護（虐待防止）セ
ンター運営

直
接

障がい者虐待に関する相談対応や関係機関との連絡調
整等の業務を行う行政嘱託員の配置

虐待防止推進員を１人配置した。
雇用期間：H29.4.1～H30.3.3.31

計画通り
○

2,819 2,870 2,869 2,959 0 2,760 6-2-2,3 050802

障がい者虐待防止対策支援事業
障がい者福祉施設従事者等のため
の障がい者虐待防止研修

直
接

・障がい者虐待防止研修の講師養成
・障がい者虐待防止研修の実施
・市町村虐待防止センターの機能強化

・８月に開催された指導者養成研修へ、講師養成のた
め職員を派遣した。
・県内５会場にて障害者福祉施設従事者等向け研修を
実施した。
・県内２会場にて市町村職員向け研修を実施した。そ
の他、随時市町村からの事案対応に関する相談に応
じ、助言指導を行った。

計画通り
○

675 678 678 678 0 422 6-2-2,3 〃

障がい者差別解消体制整備事業 障がい者差別解消推進員の設置
直
接

障がいを理由とする差別に関する相談対応や関係機関
との連絡調整等の業務を行う行政嘱託員の配置

差別解消推進員を１人配置した。
雇用期間：H29.4.1～H30.3.3.31

計画通り
○

0 2,674 3,026 3,099 0 3,045 6-2-2,3 050803

障がい者差別解消体制整備事業
差別解消のための情報共有・啓発
等

直
接

・差別解消支援地域協議会開催
・差別解消啓発パンフレット作成

・差別解消支援地域協議会を開催した。（１回）
・内閣府作成の差別解消啓発パンフレットを活用し、
啓発を行った。

計画通り
○

0 443 434 386 0 161 6-2-2,3 〃

障がい者プラン(県障害者計画・
県障害者福祉計画）策定事業

実態調査
委
託

次期計画(H30～35）を策定するための実態調査を委託

次期計画(H30～35）を策定するための実態調査を委託
した。
委託先：(株)サーベイリサ―チセンター　静岡事務所
（随意契約（公募型プロポーザル方式））

計画通り
○

2,669 2,604 0 2,570 6-2-2,3

障がい者プラン(県障害者計画・
県障害者福祉計画）策定事業

プラン冊子作成
直
接

次期計画冊子を作成 次期計画冊子を1,700部作成し関係機関に配布した。
計画通り

○
2,118 1,827 0 936 6-2-2,3

信州あいサポート運動推進事業 信州あいサポート運動
直
接

あいサポーターの募集及びあいサポート運動の普及を
図るための研修の実施

あいサポーターの募集及びあいサポート運動の普及を
図るための研修を実施した。
あいサポーター研修開催回数：61回
あいサポートメッセンジャー研修：2回

計画通り
○

1,827 1,064 1,064 1,064 0 915 5-4-1 6-2-2,3 1,064 050804

信州あいサポート運動推進事業
信州あいサポートフォーラムの開
催

委
託

あいサポート運動の普及啓発のため、信州あいサポー
トフォーラム2017を開催

あいサポート運動の普及啓発のため、12月14日に信州
あいサポートフォーラム2017を開催した。
委託先：（社福）長野県身体障害者福祉協会

計画通り
○

410 410 410 410 0 410 5-4-1 6-2-2,3 410 〃

信州あいサポート運動推進事業 信州あいサポート推進員の設置
直
接

信州あいサポート運動を推進するため行政嘱託員を配
置

信州あいサポート推進員を１人配置した。
雇用期間：Ｈ29.4.1～H29.11.30、H30.3.1～H30.3.31

計画通り
○

2,246 2,292 2,353 2,353 0 2,055 5-4-1 6-2-2,3 2,274 〃

手話言語条例関連事業 手話に対する理解促進
直
接

手話及びろう者の理解促進と手話の普及のため、イベ
ントの開催、啓発パンフレット作成等を実施

【プロスポーツ団体を手話で応援事業】
○サッカー
株式会社松本山雅
平成29年9月16日（土）開催、13人参加(総観客数10,320人)
手話啓発ブースの設置、手話啓発動画の放映（5試合）等を
実施。
○バスケットボール
信州ブレイブウォリアーズ
平成29年12月20日（水）開催、手話応援団12人参加（総観
客数639人）
手話応援団がコート上で観客へ向けて手話をPR。
【信州の山に親しみ、手話で交流事業】
平成29年7月23日（日）美ヶ原高原（松本市）にて開催、21
人参加
平成29年8月11日（金・祝）八島湿原（下諏訪町）にて開
催、21人参加
トレッキング及びグループ対抗の手話クイズ大会を実施。

計画通り
○

1,655 2,157 2,067 0 1,135 6-2-2,3 050813

手話言語条例関連事業 手話の普及(手話講座の開催）
直
接

県民の手話取得を推進するため、手話講座（一般県民
向け、市町村向け、観光関係者向け）を開催

・県民向け手話講座参加者数：延べ608人
・市町村職員向け手話講座参加者数：延べ68人

計画通り
○

592 1,376 796 0 334 6-2-2,3 〃

6

6

3

4

4

5

5

5

1

1

1

2

2

3

番　号
施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

障がい者支援課
□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）
29年度
実施
状況

29年度

事業番号
事　業　名 権利擁護推進事業 部局 健康福祉部 課・室
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05 09 03

27年度 28年度

番　号
施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

障がい者支援課
□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）
29年度
実施
状況

29年度

事業番号
事　業　名 権利擁護推進事業 部局 健康福祉部 課・室

手話言語条例関連事業 　　〃　　（補助事業）
補
助
金

県民の手話取得を推進及びろう者とろう者以外の者の
交流の機会を増やすため、手話学習会を主催する事業
所及び手話活動サークルの交流活動等へ補助

・手話学習会開催補助金
　特定非営利活動法人等２団体　補助額：62,700円
・手話サークル補助金
　社会福祉法人等：５団体　補助額：320,740円

計画通り
○

1,400 1,400 1,050 0 383 6-2-2,3 〃

手話言語条例関連事業
　　〃　　（手話ガイドブックの
作成、手話辞典の作成）

(H28事業終了）
未実施

×
1,949 0 0 0 0 6-2-2,3 〃

手話言語条例関連事業 手話や文字による情報提供
委
託

ろう者が手話や文字による情報を得ることができるよ
う、手話及び文字による観光動画の製作を委託

手話及び文字による観光動画を4本作成した。
委託先：（社福）長野県聴覚障害者協会（随意契約）

計画通り
○

0 800 320 0 320 6-2-2,3 〃

手話言語条例関連事業
　　　〃
（手話通訳者付観光ツアー）

直
接

手話通訳者付観光ツアーの実施
平成29年８月23日上高地　　聴覚障がい者６人が参加
平成29年８月29日乗鞍高原　聴覚障がい者６人が参加

計画通り
○

0 12 4 0 0 6-2-2,3 〃

手話言語条例関連事業 相談体制の整備・生活支援
委
託

ろう者の相談・支援の機会を確保するため、ろう者相
談員の設置を委託

松本にろう者の相談員を設置した。
延べ相談件数：232件
委託先：（社福）長野県聴覚障害者協会（随意契約）

計画通り
○

768 1,052 1,052 0 1,052 6-2-2,3 〃

障がい者社会参加推進センター設
置事業

障がい者社会参加推進センター設
置

委
託

障がい者の現状・課題や多様なニーズの把握及び障が
い者の自立と社会参加、理解促進のための啓発活動等
を委託

障がい者の現状・課題や多様なニーズの把握及び障が
い者の自立と社会参加、理解促進のための啓発活動等
を委託した。（講演会等を実施）
委託先：（社福）長野県身体障害者福祉協会（随意契
約）

計画通り
○

5,751 5,757 5,953 6,037 0 6,036 6-2-2,3 050817

14,725 23,551 29,972 28,258 0 23,947 3,748
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